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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月5日(2013.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂１５～８５質量％お
よび（ａ－２）不飽和カルボン酸で変性されたブロック及び／又はランダムポリプロピレ
ン樹脂０～６５質量％であって、かつ（ａ－１）成分と（ａ－２）成分の合計が４０～８
５質量％、（ｂ）ポリプロピレン１５～８０質量％及び（ｃ）不飽和カルボン酸で変性さ
れたスチレン系エラストマー０～４０質量％を含有する樹脂成分（Ａ）１００質量部に対
し、水酸化マグネシウム（Ｂ）５０～３００質量部を含有（ただし、（メタ）アクリレー
ト系および／またはアクリル系架橋助剤を含まない）することを特徴とする難燃性樹脂組
成物。
【請求項２】
　前記（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂が、前記樹脂成
分（Ａ）中２０質量％を超え８５質量％以下含まれることを特徴とする請求項１に記載の
難燃性樹脂組成物。
【請求項３】
　（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂及び／又は（ａ－２
）不飽和カルボン酸で変性されたブロック及び／又はランダムポリプロピレン樹脂４０～
８５質量％、（ｂ）ポリプロピレン１５～８０質量％及び（ｃ）不飽和カルボン酸で変性
されたスチレン系エラストマー０～４０質量％を含有する樹脂成分（Ａ）１００質量部に
対し、水酸化マグネシウム（Ｂ）５０～３００質量部を含有（ただし、（メタ）アクリレ
ート系および／またはアクリル系架橋助剤を含まない）することを特徴とする難燃性樹脂
組成物。
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【請求項４】
　前記樹脂成分（Ａ）は、（ｄ－１）不飽和カルボン酸で変性されたポリオレフィン（但
し、不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂、不飽和カルボン酸で変性さ
れたランダムポリプロピレン、不飽和カルボン酸で変性されたブロックポリプロピレンを
除く）、（ｄ－２）不飽和カルボン酸で変性されたエチレン－酢酸ビニル共重合体、（ｄ
－３）不飽和カルボン酸で変性されたエチレン－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、
（ｄ－４）エチレン－（メタ）アクリル酸共重合体および（ｄ－５)エチレン－（メタ）
アクリル酸エステル－（メタ）アクリル酸共重合体からなる群から選ばれる少なくとも１
種の樹脂を０～６５質量％さらに含有することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項
に記載の難燃性樹脂組成物。
【請求項５】
　前記樹脂成分（Ａ）は、（ｅ）エチレン－α－オレフィン共重合体０～６５質量％、（
ｆ－１）エチレン－酢酸ビニル共重合体および／または（ｆ－２）エチレン－（メタ）ア
クリル酸エステル共重合体０～４０質量％、（ｇ）スチレン系共重合体０～４０質量％並
びに（ｈ）ゴム用軟化剤０～２０質量％のいずれか1種以上をさらに含有することを特徴
とする請求項１～４のいずれか１項に記載の難燃性樹脂組成物。
【請求項６】
　前記樹脂成分（Ａ）中、（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン
樹脂及び／又は（ａ－２）不飽和カルボン酸で変性されたブロック及び／又はランダムポ
リプロピレン樹脂の含有量が２５～７０質量％であること特徴とする請求項１～５のいず
れか１項に記載の難燃性樹脂組成物。
【請求項７】
　前記（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂および（ａ－２
）不飽和カルボン酸で変性されたブロック及び／又はランダムポリプロピレン樹脂の不飽
和カルボン酸が（メタ）アクリル酸であること特徴とする請求項１～６のいずれか１項に
記載の難燃性樹脂組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の難燃性樹脂組成物を導体または、光ファイバ素線
および／または光ファイバ心線の最外層の被覆層として有することを特徴とする成形物品
。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の難燃性樹脂組成物を成形してなることを特徴とす
る成形物品。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために、特定の成分と組成をもつ樹脂組成物が適合することを見出
し、この知見に基づき本発明をなすに至った。
　すなわち本発明は、
（１）（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂１５～８５質量
％および（ａ－２）不飽和カルボン酸で変性されたブロック及び／又はランダムポリプロ
ピレン樹脂０～６５質量％であって、かつ（ａ－１）成分と（ａ－２）成分の合計が４０
～８５質量％、（ｂ）ポリプロピレン１５～８０質量％および（ｃ）不飽和カルボン酸で
変性されたスチレン系エラストマー０～４０質量％を含有する樹脂成分（Ａ）１００質量
部に対し、水酸化マグネシウム（Ｂ）５０～３００質量部を含有（ただし、（メタ）アク
リレート系および／またはアクリル系架橋助剤を含まない）することを特徴とする難燃性
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樹脂組成物、
（２）前記（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂が、前記樹
脂成分（Ａ）中２０質量％を超え８５質量％以下含まれることを特徴とする（１）に記載
の難燃性樹脂組成物、
（３）（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂及び／又は（ａ
－２）不飽和カルボン酸で変性されたブロック及び／又はランダムポリプロピレン樹脂４
０～８５質量％、（ｂ）ポリプロピレン１５～８０質量％及び（ｃ）不飽和カルボン酸で
変性されたスチレン系エラストマー０～４０質量％を含有する樹脂成分（Ａ）１００質量
部に対し、水酸化マグネシウム（Ｂ）５０～３００質量部を含有（ただし、（メタ）アク
リレート系および／またはアクリル系架橋助剤を含まない）することを特徴とする難燃性
樹脂組成物、
（４）前記樹脂成分（Ａ）は、（ｄ－１）不飽和カルボン酸で変性されたポリオレフィン
（但し、不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂、不飽和カルボン酸で変
性されたランダムポリプロピレン、不飽和カルボン酸で変性されたブロックポリプロピレ
ンを除く）、（ｄ－２）不飽和カルボン酸で変性されたエチレン－酢酸ビニル共重合体、
（ｄ－３）不飽和カルボン酸で変性されたエチレン－（メタ）アクリル酸エステル共重合
体、（ｄ－４）エチレン－（メタ）アクリル酸共重合体および（ｄ－５）エチレン－（メ
タ）アクリル酸エステル－（メタ）アクリル酸共重合体からなる群から選ばれる少なくと
も１種の樹脂を０～６５質量％さらに含有することを特徴とする（１）～（３）のいずれ
か１項に記載の難燃性樹脂組成物、
（５）前記樹脂成分（Ａ）は、（ｅ）エチレン－α－オレフィン共重合体０～６５質量％
、（ｆ－１）エチレン－酢酸ビニル共重合体および／または（ｆ－２）エチレン－（メタ
）アクリル酸エステル共重合体０～４０質量％、（ｇ）スチレン系共重合体０～４０質量
％並びに（ｈ）ゴム用軟化剤０～２０質量％のいずれか１種以上をさらに含有することを
特徴とする（１）～（４）のいずれか１項に記載の難燃性樹脂組成物、
（６）前記樹脂成分（Ａ）中、（ａ－１)不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピ
レン樹脂及び／又は（ａ－２）不飽和カルボン酸で変性されたブロック及び／又はランダ
ムポリプロピレン樹脂の含有量が２５～７０質量％であること特徴とする（１）～（５）
のいずれか１項に記載の難燃性樹脂組成物、
（７）前記（ａ－１）不飽和カルボン酸で変性されたホモポリプロピレン樹脂および（ａ
－２）不飽和カルボン酸で変性されたブロック及び／又はランダムポリプロピレン樹脂の
不飽和カルボン酸が（メタ）アクリル酸であること特徴とする（１）～（６）のいずれか
１項に記載の難燃性樹脂組成物、
（８）前記水酸化マグネシウム（Ｂ）が、無処理の水酸化マグネシウムおよび／またはシ
ラン処理された水酸化マグネシウムであることを特徴とする（１）～（７）のいずれか１
項に記載の難燃性樹脂組成物、
（９）前記（１）～（８）のいずれか１項に記載の難燃性樹脂組成物を導体または、光フ
ァイバ素線および／または光ファイバ心線の最外層の被覆層として有することを特徴とす
る成形物品、および、
（１０）前記（１）～（８）のいずれか１項に記載の難燃性樹脂組成物を成形してなるこ
とを特徴とする成形物品、
を提供する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　次に、本発明を実施例に基づいてさらに詳細に説明するが、本発明はこれに制限される
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ものではない。
実施例１～６、比較例１～５
　表１に実施例１～６および表２に比較例１～５の樹脂組成物の各成分の含有量（表中の
数値は質量部である）を示す。表に示された各成分を室温にてドライブレンドし、バンバ
リーミキサーを用いて１９０～２００℃で溶融混練して、各難燃性樹脂組成物を製造した
。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
【表１】

 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　表１、２の結果が示すように本発明の実施例１～６のものは、優れた耐摩耗性、難燃性
、耐油性、圧接性等を有することが明らかとなった。
　これに対し、比較例のものは引張り強さについては本発明のものとほぼ同等であるが、
特に圧接性、耐油性については満足できるものではなかった。伸び試験では比較例３のみ
が満足できるものであるが、比較例３は耐摩耗性、耐外傷性に問題がある。
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